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　予測（predict　ion）舛、言葉を思考に向かわせる重要な要因であるぱかりアは率く、二現実を

理解する尺度でもある。言語によるコミュニケーション過程に蜘いて、r聴峯季」が幡し手」の

発話を主しく理解したということは正しい予測がτ聴き季」に働いていたことを示すものである。

「思考」やrイメージ」の研究領域が脚光を浴びている陰で、予損晒動に関する研究や実験はい重

だ手がつけられていない状態にある。その理由は予繊ミ目に見える実体でなく、r恩考」r想像」

r概念」等との区別が明確になされていないことにある。しかし、話し言葉における効箱勺なコミュニ

ケーションーの開発にとって、聴き手側に働くこの予潰晒動の機能は無視されてはなら涜い。本稿で

は、前半で予測と言語との間題を、後半で予測と経験との関遠性を探求することによって、この予

測活動が書語機能の中でr聴くこと」、「読むこと」のヌキル向上にいかに貢献することがでさる

かを指摘する。

I　予測と言語

　われわれが「聴く」行為から思い出すことは、それが非常な忍酎を伴う場合と逆に積極的に聴く

行為を継続したい気持になる場合とがある。聴く行為の過程には、発話が即ちに理解に直結するル

ートと、直結はせずに圓り道をして理解に到達するルートとがある。後者の過程は聴き手が自己の予

測をたてながら同時にその予測を検証する聴き方であり、話し言葉のコミュニケーヅヨンに於いて

それは瞬間的なものではあるが複雑な予測の検証といったグームを展開する聴き方である。聴き季

が意欲的に曜くことは検証ゲームが聴き手にとって好葦しい方向に進んでいることを意味する。な

ぜならば・自已の予損肋征しかったことに聴き手は知的満足を味へその充たされ牟気持ちが聴く

行為をさらに積極的に向かわぜるからである。音声言語を一義的とする立場から、言謡教育に蜘け

る言語学習に対して聴き手に知的満足を感じさせる状況を創り出すことが重ず考慮されなけれぱな

らない。

　しかし・聴くことがこの様にいつも精神的刺激を伴うものとはか．ぎらなへ発話が送られても予

測が重ったく生じない場合がある。こういったヶ一メは二通りある。すなわち、聴き手にとって発

話内容カ溶易すぎるか、凌たは逆にむずかしすぎるといった場合である。たとえば、昆Be岬stein
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の言語コードで、‘restr　i　cted　codes’のみの発話を大人が酷いた場合、あるいは‘e1abo「ated

COdeS’のみの発話牽幼児が聴いた場合に起る現象で華る。この状況では、発語内容と受容者聞と

の知的ずれが大きすぎることにより、予測の検証活動奄起らず聴き季は知的満足を味うことは不可

能である。したがって、聴き手に効果的な発話伝達ができないぱかりか、最悪の場合発話は言葉と

しての本来の機能を果たせず、雑音（nOiSe）に変化してし重うことも考えられる。このように

発話の理解と予測との商に密接な関連があることから言語によるコミ三’三ヶ山ヅヨシ研究に・とって

予測あ存在は無視さ＝れ七ぽなら凌い。外国語教脅に拾いて、’との予郷を様々な角度ふら考察するこ

とによジ　r聴くことj’のスキル開尭に新しい発見が期待できるめぞはないだろうか。

　予測活動は発語が送られると同時に開始され、これが聴き手め頭脳を刺激し、それに伴い精神活動

が起こり（思考活動と言われるもの）、その結果発話への理解がなされる。したがって、この予測

は思考活動を通じて聴き手を理解さ喜るレーダーの役割を果たしている。予測は言語形式をもって

いるが、それは肴語構造にみられる精密かつ体系だったものではなく∵四方八方に広がる迷路のよ

うなものである。その予損晒動に正しい方向を専えるものは語し手の発語と聴き手の言語能力であ

るよとめように予測たは発話の正しい理解をさ重たげる複雑な緯審的な機能がありながら、一方で

は予測が生じることによって発話の理解に多様な屈折が生重れ、そのζとが聴き手の思考活動を活

発にさせ・コミュニケーヅヨンを積極的に押しすすめるといった書ったく別の機能があ砧したが

って、ごの予測機能の効果的な使用法を研究することぽ思考活動を高め、重た言語を発展さ

ぜることにも潅るのである；’その上、磁’き手にいかに豊かな予測を生じさせ精神活動を高めさせるか

の探求は、コミュニケーシ’ニシに拾けるスキルの開発に新しい方向を示すであろう。予損淋伺も起ら

ずに発話がたやすく理解できたとしたら、それは発語に対する聴き手の単なる確認作業にすぎず聴

き手の精神活動を高めたことにはならない。したがって、そのようなコミュニケーショ；■活動は言

語の情報獲得手段であって、言語教育がめざす真の言語学習でぱない。情報獲得手段としてめ言葉

の習得は無意図的教奮を通じ自然に獲得される外言である。言語教脅の申においてわれ’われがめざ

す言語学習は、複雑セ皮抗的で決定をせ重られる予潮を通遇した個性的、客槻性に富んだ言語を獲

得することにある〇

一予測が起こる状況をさらに具体的に記述することは言語と学習の新しい視点を探求する上で利益

をもたらすことになるであろう。ここでは主に外国語を聴く力と予測力との関違に焦点をあてなが

ら、音声言語によるコミュニケーシ’ヨ／の状況を三つに分けて考察する。それらは、①母国語によ

る大人：大八、子供のコミュユケーション、②母国語による大人：子供のコミュニケ｝ヅヨン、

⑥外国語によるコミュニケーショソである。

①の場含

　これがもっとも一般に行なわれているコミュニケーションの形式で発語を正確に伝達することに

蜘いては三つの申でもっともすぐれた活動である。しかし、ここではこのコミュニケーツヨ’ソが陥

りゃすい間題点をいくつか指摘してみたい。それは発誘に対して予損幡動や思考活動が伴わない言

語理解であろたとしても、発話を正確に伝えることができさえすればもっともすぐれたコミュニケー
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シ6二■活動であるとする考え方である。言語機能を単に情報獲得手段と考えた場合にそれは正しい

考え方であっても、言語を精神活動を高めるものと考えた場合には適切な考え方とは言えない。こ

こに奮いて閥題としたいコミ五ニケーヅヨンは言語教育の一環としての言語の伝達であるから、発

語が聴き手に伝達される際に必ず、鼠考活動が伴うごとが条件である。その為に発話老は聴き手の書

語能力や言語知識を杷擾しょうと努める態度を常にもつこと、聴き手の行動に常に関心を払い積極

的に聴くことが継続されるよう努めることである。一方聴さ手は発話にまず集中し、発誘を通じて自

ら予測し検証活動を活発にさせるように心がけることである⑪

②の場合

　子供は大人の発諸すぺてを理解しているわけではない。これは子供がい重だ所有していない言語

モデルを大人が使用することにょって生じる現象であ1る。その際、子洪ぱ富已の言語尺度を基準にわ

からない発話の部分はわかる発話の部分から引慧起こされる予測の力をかりて、何とかして大人の

発話を理解しょうとつとめる。その場合に子供の申に生じた予測は発話理解に重要な機能を果たす

ことになる。子供は大人の発語を正しく理解できたと自らは考えるが、実際は大人の意味したもの

とは多少異なった解釈をすることになる。しかし多少誤った解釈をしたとはいえ、このようなコミ

ュニケーションの活動はけっして無益なものでぱない。凌ぜなら、発話が送られている瞬間、子佛まそ

の発話を解釈しょうと真剣な推量ゲームに取り組み、めざ重しい精神活動を行なっているからであ

る。もしこの推量ゲームに勝利を得れぱ、その子供は聴くことに対する興味や言語の抽もしろさを

知り、コミュニケーヅヨ；■活動はさらに望重しい方向に進むことになる。たとえ大人が意味したも

のと異なった解釈をしたとしても、聴き手である子供が大人の発話内容に何らかの関心を持っていれ

ば、聴く姿勢は継続遂れ、予測活動と共に思考活動も起るので意欲的なコミュニケーショニ・活動が成

立するのであるo

　この過程における予測の機能は、①で示されたものとは異なる。すなわち①では、発話をより正

しく理解するように、凄たより精神的刺激を得るために予潰肋ミ働くのであるが、②では大人の発語

理解の為に予測が予供にとって不可欠の存在で、表出された言語では理解できない部分を子供は予

測に依存するのである。したがって、後者は前者より予測トの依存が強いのでそれだけ言葉による

コミュニケーソヨンの正確度は低いことになるが、予濁幡動が活発に起これば前者とは異なった面

で恩考活動を高めることがで慈る。子供にとって大人とのコミュニケーションの意義は重さにここ

にあると言えよう。この種のコミュニケーシ目ン活動は、次に述ぺる外国語によるコミュニケーシ自ン活動

と相通ずるところがある◎すなわち、発話だけでは明確性を欠くコミュニケーヅヨンが予測の力をかり

て思考力を伸ぱすごとに買較す局のである。言語を媒体に正しい予測をいかに迅速に子供に生じさせ、

凄た言語によっていかに子供の心をとらえるかがコミュニケーシヨニ■活勤を発展させる課題となろケ。

③の場合

　外国語の習得程度により予測の現われ方がかなり異なってくることから、ここでは外国語の四つ

の肴語技能を同程度に習得し外国語を約五年間学習して得られた外国講能力を前擬としたコミュニ

ケーツヨン活動を考察する。蝕国語によるコミュニケーヅヨ；■と決定的に異なっていることは外国
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語の場舎、一文だけの発話では、発話には表われない書外の意味を捷測することができないことで

ある。母国語の場合は、一文の発謡解釈決定のための言語知識やコ1■テクストや言語習慣がそなわ

っていることにより正しい予損肋畦じやずい。しかし外国語の場合ぱ発語が外国語であるためにき

わめて限られた言語経験の申から一文ρ発話の意味を権測しなけれぱならず、その場合予頓肋性じ

ることがあっても、その予測の正しさを決定するコソテクヌトや言語知識が不十分であるために、

全体的内容を正しくとらえることカ干できない。したがって、外国語のコミュニ午一ションが母国語

にょる場合と同じ機能を発揮するために次の様な考慮が払われなければならなへすなわち、でき

るだけ豊かな予測が生じるよう発謡内容や聴かせる方法を工夫するごとである。たとえぱ、一文一

文を切りはなして聞かぜるのではなく、必ずパラグラフ単位で発話を流すことは効果的な方法であ

亭。これは外国語による発話理解のために内容的に凄とまりのある書語場が不可欠であることを示

している。これ重での外国語によるr聴くこと」の学習に抽いてはこの点に関する実践研究が立ち

遅れている．。

　1二のような事が考慮されれぱ、外国語にょるコミュニケーヅヨソの意義は恩考力を伸ばす亭とに

見出されるであろう。外圏語を聴いてわかることは、い重重で母国講では刺激されなかった部分が

刺激を受けたことを意味し、そのことが表現行動の新しい創造をも可能にし、新しい人間関係を確

立する基盤を生みだすのである。それはまた外国語本来の言語機能の一面を意味するものである。

　上にのべた三つのコミュニケーヅヨニ■の活動は予測暗動を申心に考察されたが、それぞれの状況

に応じ予測の果たす役割が異なることが示された。その申で外国語によるコミュニケーショソが予

測への依存が強いことに注冒すべきであろう。次にわれわれの関心は予測の週程を知ることである。

そのために予測の本質を究明することが必須であるが、冒頭に拾いてすでに記したようにあい凄い

なる予測の実体を明確にとらえることが困難である以上、本稿では予測を生み出すべ一スと考えら

れる経験に焦点をあて、言語と経験との関違から予測の解明を試みることにする。

皿　経験と言語

　人間の対話の多くが経験を基盤に成り立っていることから、ことぱの成立を経験との深いかかわ

りをぬきにして考えることはできない。いやむしろ、経験がことぱを発展させていると考える方が

妥当である。すぺての人間は異った経験を持ちながら社会の申で生き続ける。その意味でわれわれ

は経験を森有正氏の言葉により次の様に定義することがで慈る。r経験ということは、何かを学ん

でそれを知り、それを自分のものとする、というのとぱ全くちがって、自分の申に、意識的にでは

なく、見える、あるいぱ見牟ないものを機縁として、なにかがすでに生れて来ていて、自分と分ち

がたく成長し、意識的にはあとからそれに気がつくようなことであり、自分というものを本当に定

義するのは実はこの経験なのだ、ということの理解を含み重す。②」自已と全く同じ経験をもつ人

間が存在しえないことにより、一個の人間を定義するものが経験の意味なのである。このように経

験は一個の人間の個性を規定する重要な要因となる。そ．して、この経験が言語と深いかかわりをも

つようになるのは人間に次の様澄本能的行動が存在するためである。すなわち、人間は経験を通じ
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て形成されたユニーク底個性を自已の申に大切に保持し他人に秘密にしておきたい意志を強くもち

ながら、他方ではその新しい発見を他人に伝えたい衝動にかられることである。人閲がたえず自已

表出の衝動にか、り牟てられるということぱ・経験を言語化したい欲望が潜在するごと牽示すもので

あり・同時に社会の中で人間が生きてゆく週程にはいつも新しい発見が伴う事実を示す事．のである。

そして、一人一人の人間が異凌った経験を持つということは、かれらすべてが異なった言語のスタ

ィノレの持主であることを示唆しているo

　次に、その経験がどの様な過程で言語に変化するか考察してみたい。人は一般に新しい第見に直

面している瞬閥、その発兄を伝える奮語は生じないものである。それは新しい発見と自己との対決

が思考活動を停止させるために生じた現象と思われる。重た、経験時に経験者は事象に対し参加者

（particiPa耐）の立場をとり、客観的な第三者の立場、傍観者（spectator）乍なることが

できないとも考えられる。このことは詩人が感動にひたっている時に、その感動に対する表現が創

造できないことからも明確であろう。経験が言語化されることによってはじめて経験者は事象に客

観的凌傍観者の立場をとることができるのである。すなわち、経験の言謝ヒとぱ人間が経験と一体

化になることから、人間が経験と分離し、経験が事象と一体になることを意味する。これにより経

験ぱ真実のものにより接近し、一方人間は事象を理性的に槻るように在るのである。

　J．Bri　tonが指摘する経験の書語化とは、「言語で経験を再現（rePrese鮎ati㎝）するこ
⑥

と　」である。聴き手は言語による経験の再現を耳にし、自已の経験を思い出そうと言語を探し、

その言語がみつかると思い出が明確になる。自己の経験の再現化が容易であればそれだけ聴き手は

発謡内容を正しく理解できるのである。その意味で、経験の再現牛は請し手。聴き手の自已変革で

ある。ここでは特に経験と予測との関連に券いて聴き手の自己変革を中心に論をすすめる。ある言

葉を聴くことによって聴き手が経験の再現を容易にすることができれば、精神活動も刺激を受け聴

くことの行為は積極的なものとなる。経験が豊富でしかも複雑であれぱあるほど、発話解釈過程で

は思考活動がめざ玄しくなり、一つの解釈をめぐってさ重ざまな予損肋ミ生じ、それに応じて多様な

イメージも起こる。その結果得られた解釈は自己の言語力に複雑な変化を与え、現実理解において

も新しい考え方カ蛙みだされる。このように、経験と予測との間には発話理解の過程で密接な関係

が存在する。

　経験の再現を決定する重要な要因は、聴き手の言語知識、言語技能、経験の有無の三つである。

これらは効果的なコミュニケーショ1・が継続される条件とも言えるもので、コミュニケーション論

のべ一ヌとなりうるものである。これらの要因の申で、特に外国語を教える場合を考えてみると、

われわれ日本人が日本で外国語を教える際、外国語の知識や技能を母国語以上は深く習得させるこ

とは一般に無理であり、すなわち前者二つは努力によりマスターできる種のものでぱなく、伝統的

慣習的要素が強く環境に大いに左右される。しかし、経験の有無に関しては、自らの意志によって

行動が行なわれるものであるから、言葉にょる経験の再現を容易にするために効果的在準備態勢を

整えることは可能であろう。森有正氏がr経験というのは人閲が、自分の申に生れたある特定の事

態に基づいて、自由を具体的に直感する場所にほかならない。　」と審いているように、経験が自
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己そのものであるとしたら、人間にとってこれぽど自由が重要な意味をもつもめは他にはないであ

ろう。

　経験する行為は隈定のない自已の選択に全く負かされているが、経験の行為が言語を発達させる

ためには経験に対するすぐれた選択が要求されることになる。経験に於いて賢い選択をすることが

できた人間のみが自已の目標にもっとも接近した位置で活動ができるのである。この様に考えると

人間にもっともず・ざれた経験の選択をさせるごとは漱教育がめざすぺき目標では伽であろう

か。すぐれた力強い言語は、すぐれた経験を選択することからのみ生じるのである。外国語学習に

拾いても然り。言語知識や言語技能の向上にばかり関心を払うのではなく、言語活動の背景をなす

全体的なもδ（たとえば、歴史、民族、杜会、生活）に視線を投ずるべきである。すなわち、これ

ぱ全体的なものから、部分を理解する方向であり、言語の深さを遺求するというよりはむしろ言語

の幅昨視点章おいた外国語学習への実践をめざす方向である。
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